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B : 53.一般生・ー …....…・・1248名
C : 52・スポーツ優秀生…… 26名










































































































種目同 N X 
背 筋 1211 19 119 118.8 1 19.0 
(kg) 1 20 18 120.9 1 18.9 
1227 6.4 
19 120 60.3 7.0 
(cm) 1 20 20 58.5 6.0 
反復横とぴ 18iωi 
4.2 
9 1 118 43.7 4.0 
(回) 20 1 20 42.7 3.5 
4.8 
19 1 121 15.6 7.1 
(cm) 1 20 1 20 14.2 5.2 
8.2 
踏台昇降運動 19 120 54.9 7.5 
20 20 57.3 5.2 
J 間走|引
63 
5 2401.0 1 140.0 
(m) 1 20 3 2528.0 1 lll. 0 
上体起し 18 1217 21.9 3.4 19 16 21.1 3.4 
(回) 20 19 21.4 3.2 
閉限片足立ち 18 1222 19 119 53.7 1 40.6 































測定種目 1:1 N| 玄 1S.D 
背筋力(見)118 1 26 1山 91 19.3 
垂直とぴ(仰)118 1 26 I 64.1 1 7.0 
反復横とび(回)1181 23 I 45.91 
主位体前屈 (ω)118 1 26 I 16.21 6・4
踏台昇降運動 1181μ1 70.51 10.7 
12 分間走(血)1181/1//1~ 
上体起し(回)1181 23 I 24.7 1 3.3 
閉限片足立ち (sec)川 23 1 83.0 1 43.9 
Jj定種目 1:1 出__~ 1 S.D. 
1J竺互竺山り竺11~.川 1 24.1 
とぴ(叩)118 I 22 川
とぴ(回)1181 29 1 49.2円王
立位体前屈 (ω)118 1 2 1 20.1 1 
竺台昇降運動 向司7百円;瓦
2分間走 (m)118 1 14 1 2856.0 1胤 O
上体起し(回)118 1 29 1 25.2 1 
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0.1 0.4361 - 150.2 
0.31 -0.7221 - 1 49.3 




1.51 -;・， 03(い~出斑滞 I 48.t 
3.1 -3.07日出掛京誕 i46.9 
- 4.81 -2.45町 東諜 i455
-13.01 -0.5281 - 1 49.6 
86.01 1. 72! 一一 1 52.7 
-335固DI----"I________1 39. 5 
上体起し !引一円 -4.5601諜民出器 42・8~IH川一 0.41 -1.1201 - I り.0
(回 2川-1.51 -2.5671 謀説 |463 
閉限片足立ち !~ 1-~HI-I~ 捌州川 48.11 19I - 26.41-7.0031嵐謀東京147.3 
(8吋 I20 I - 0.41~ 0.0581 - I 50.0 I 
器商出斑:P<.005 東京掛:P<.025 
出諜:P<.OI 原:P<.05 -: P>.05 
次に， 53 ・一般空(表 3~B，図 1 ~B) についてみ
ると， 18才は反復横とび，立位体前屈， 12分間走を除く
他の全ての種目において5~ぢ以上の水準で有意差が認め
られる.なかでも，背筋力 (P< 0.005) ，垂直とぴ
(Pく0.005)，は基準値よりも優れている.しかし，












ロフィール(図 1~B) をみると次の様である. 18才の
反復横とぴ (50.2)，立位体前屈 (50.4)， 19才の立位

























I ilU)Emel 年 l平均値の[差の検定 lT l 測定種目 ' -.-
|令| 差 I t 有意性|スコア(
河筋(J|18[15.81 3.5叫川斑I57.1 
-
|垂直 LF118132i2mi 出 I 54.4 
i反復横Ml181 0 110105| |502j 
IIlill:体問 i18 I 0.2 1 0.175 1-150.41 
1 踏台昇降運動 1181 10.8 1 5.1751同摂川諜川川援州川掠川16印0.9川l 
12ヲ子「?τL子子子子町一一一1ド下}[ドF丙ド山[ド戸1瓦一8可]二ン(しレi/〆/'
1
千土当当喧叩;y刊し川|い川凶川8I 1.4引|川2州 一 |同53ぺ51 l 閉眼片5記主?iい18判I-5.0 1-0附 i-149. 1 
出京国東:P<.005 京謀諜・ P<025




垂直色山 181 1.0 I 
反復横(町 1181 3.41 
l立位体問ド81 4.1 1 









上体弘行 181 1.9 1 
閉眼片足);1181 10.3 1 
3ml掛川揺 15481
19741 - 1511 1 
京端接出:P<.005 東京斑:P<.025 
京出 P<.OI 出 P<.05 -: P>.05 
















侠令長以 :p<.O2 5 
来来 p<目Ol

























































(46.9) ， 20才の立位体前屈 (46.9)は僅少差で劣って
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T -5CORE 30 
みると，垂直とぴは運動群と同程度を示し， 19才の背筋



























52 川村仁視神代古典大山主主徳石j主i尚男 1同岳志 ;J、原史朗





















l圃1 6.507諜掛蝶蝶 52.6 
3.1 1.8181 - ! 56.0 
立位体前屈 1 !~ 1.1 1.886 50.8 19 1.8 0.000 50.0 
(cm) 20 2.1 1.060 53.1 
18 0.4 1.474 50.6 
踏台昇降運動 19 0.0 1.411 51.9 
20 -2.31 -1.184 46.4 
18 66.0 1.755 52.9 
255.0 2.903 誕原 68.2 
(m) 1 20 293.0 -2.286 23.6 
ト
上体起し 18 0.9 6.159 出器州i52619 1.7 3.570 揺出揺東 I55.0 
(回) 20 0.2 0.213 50.6 
1閉限片足立ち 18 4.3 2.444 
書{躍 51.0 
19 10.9 2.045 ヲt 52.7 
(sec) 1 20 6.8 0.615 51.8 
援損謀諜:P<.005 出諜斑:P<.025 










しかし， 53.一般生が背筋力 (P< 0.005) ，反復横と
ぴ (P<0.005)， と体起し (P<O圃005)，および閉限































を比較した時のTスコア・プロフ J ルー (52年
度・新入一般生を50とした)と平均値の有意差
の判定
本学々生の体力・運動能力に関する調査研究 r::') ;)J 
表6 運動クラフ、経験時代別の人数と比率の差の結果
人 U Jユ子五五l
llAlU土佐 " • l-F J??-lyq|( 












































































































@ 53年度新入一般生についてみると， 18， 19， 20才
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